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最近,地質ニュｰスでは,石材について特集号が

何回も組まれた.読者のたかには,日本各地におけ

る建造物などの新景観とそれらを修飾する石材が,

どの国から輸入されたか,どんな種類の岩石かな

ど,に思いを巡らせた方がたくさんおられることで

あろう.しかし,多くの紹介記事や論説が地質学的

な内容に重点が置かれていたため,本書のように,

岩石を建築用材料として利用する側から岩石の性質

などについて触れるものはほとんどなかった.

本書では,最初に石材の岩石記載学的分類･特徴

を述べ,次いで本書の主題である石材利用上の諸問

題について鉱物のレベルまで踏み込んで論述してい

る.本書は,口絵カラｰグラビア(8ぺ一ジ),5つ

の軍および参考文献から構成されている.

第1章石材についての基礎知識では,

(1)石材の種類(2)産地(3)採取技術(4)加工技術

(5)施工技術(6)石材の選び方;

第2章石材の特徴では,

(1)石材の細孔と吸水(2)比重(3)硬さ(4)強さ(5)

可塑性変形(6)熱特性(7)透光性(8)色;

第3章石材の変質現象では,

(1)クレオパトラの二一ドル(2)内在する欠陥(3)

石工の知識･熟練の不足(4)石材の選択の誤り(5)

不適切な取付け(ρ)汚染大気･酸性雨の作用(7)可

溶性塩類の作用(8)動植物の作用(9)凍害;

第4章石材の補強･修復では,

(1)石材の劣化診断(2)劣化石材の改質(3)破損石材

の補修(4)クリｰニング(5)右造ファサｰドの保

存;

第5章張り石工事の実際では,

(1)工法の分類(2)湿式石張工法(3)乾式石張工法

(4)GPC工法(5)米国の石材取付工法,の各項目に

まとめられている.

天然の素材(岩石)は,坪掘されてから建築用材料

として人工構築物に使われて以降も含めて,応力解

放に伴って岩石が膨張･変形,変質している.これ

ら一連の変化過程を,劣化の諸現象としてとらえ,

これらを的確た観察事実に基づいて記述している､

例えば,花開岩や大理石などによく現われる錆が鉄

鉱物の変質によって生じることを,X線･化学分

析等のデｰタを通じてその原因や発生のメカニズム

(大気汚染･酸性雨などを含め)を解明し,さらに汚

染石材の修復方法についても解説している.

地質研究者の目の届かないところの生産･建築現

場を足場に,このような地味な研究が行われている

ことは,もっと注目されて良い.本書には,水一岩

石相互反応など基礎的研究の分野や,今後ますます

重要になる地球的規模の自然環境の変化や大規模地

下構築物の安全性などに関する地質学的課題に,多

くの示唆を与えてくれるレベルの高い貴重な内容が

盛り込まれている.
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